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信用金庫    the community bank 
準組合法理  the law theory of a quasi-partnership 
社外取締役  the outside director 
出資持分   the equity interest 

























































































































































































































































































































会社法の準用規定もあり(法 35 条の 6、35 条の 7、






























35 条の 6)、役員等の責任を追及する訴え(法 39 条の
4)などが確保されている。また、総会員の５分の１
以上の同意による臨時総会の招集請求権(法 43 条 2




































































































































































































































































































































































































































現代マネジメント学部紀要 第 5 巻第２号（2017） 
（2） 商事留置権の成否が争われた最判昭 63.10.18（民集第











用金庫法 53 条２項）。 





金庫法 55 条・農業協同組合法 48 条等を参照。 
（6） 宮村健一郎「協同組織金融機関におけるコーポレート
ガバナンス－世襲と長期政権の問題－」（『東洋大学経














実務対応』（商事法務、2013 年）7－10 頁参照。 








































いては、次の文献が詳しい。Margaret M.Blair, Locking 
in Capital : What Corporate Law achieved for 
Business Organizer in the Nineteen Century, 51 UCLA 
L.Rev.387, 414-22 (2003). Edward H.Warren, 
Safeguarding the Creditors of Corporations, 36 
Harv.L.Rev.509, 510-12 (1922). S.R.Wrightington, 
Voluntary Associations in Massachusetts, 21 Yale 
L.J.311, 315-16 (1911). 
















（21） 村本『前掲書』（注４）28-29 頁参照。 















              （原稿受理年月日 2016 年 11 月 28 日） 
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